












































７．床版工 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

コンク

リート

打設時 

品質規格 スランプ、空気量及び塩化物量について、規格値以内であるか

確認する。また、１日当たりの打設量が100ｍ3以上の場合は、

単位水量測定についても確認する。【品質管理基準 １セメン

ト・コンクリート】 

一般：１回／１構

造物 

重点：１回／１ロ

ット 

天候、気温 天候、気温が施工上支障はないか把握する。 

運搬時間 生コン車の伝票により、運搬時間を確認する。 

打設方法 ・練混ぜてから打ち終わるまでの時間が、外気温が25℃を超える

場合で1.5時間以内、25℃以下の場合で２時間以内であるか確認

する。 

・打設方法について、共通仕様書で定められた条件を満たしてい

るか確認する。 

８．コンクリート橋上部工（ポストテンション桁製作工、プレキャストセグメントﾄ主桁組立工、プレビー

ム桁製作工、ＰＣホロースラブ製作工、ＰＣ版桁製作工、ＰＣ箱桁製作工、ＰＣ片持箱桁製作工、ＰＣ押

出し箱桁製作工、床版工・横組工） 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

コンクリ

ート打設

時（工場

製作を除

く） 

品質規格 スランプ、空気量及び塩化物量について、規格値以内であるか

確認する。また、１日当たりの打設量が100ｍ3以上の場合は、

単位水量測定についても確認する。【品質管理基準 １セメン

ト・コンクリート】 

一般：１回／１構

造物 

重点：１回／１ロ

ット 

天候、気

温 

天候、気温が施工上支障はないか把握する。 

運搬時間 生コン車の伝票により、運搬時間を確認する。 

打設方法 ・練混ぜてから打ち終わるまでの時間が、外気温が25℃を超える

場合で1.5時間以内、25℃以下の場合で２時間以内であるか確認

する。 

・打設方法について、共通仕様書で定められた条件を満たしてい

るか確認する。 

９．橋梁耐震補強工（落橋防止装置工） 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

削孔後 削孔長 曲がらない定規により測定。設計図書と対比し、規格値内で

あるか測定する。【出来形管理基準10-16-22橋梁耐震補強工（ア

ンカーボルト）】 

一般：30％ 

重点：60％ 

定着後 アンカーボ

ルト定着長 

超音波探傷器により測定。設計図書と対比し、規格値内であ

るか測定する。【出来形管理基準10-16-22橋梁耐震補強工（落

橋防止装置工）】 

10．トンネル工 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

施工時

（支保工

変更毎） 

施工状況 掘削方法、支保工（吹付、ロックボルト、鋼製支保工）、

覆工、インバート工について、設計図書や施工計画書と対比

し、所定の方法で施工を行っているか確認する。 

一般：１回／支保工変更

毎 

重点：１回／支保工変更

毎。ただし、最低 10支

保工毎。 
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11．抑止アンカー工（グランドアンカー） 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

削孔時 定着地盤 削孔スライムやアンカーの削孔データ等から、定着地盤が設

計図書どおりの位置であるか確認する。 

一般：１回／10本 

重点：１回／５本 

削孔完了

時 

削孔深さ、

せん孔方向 

設計図書と対比し、規格値以内であるか確認する。【出来形

管理基準3-2-14-6アンカー工】 

アンカー

体組立時 

使用材料 監督員の確認又は承諾（品質・規格）を受けた材料を適切に

使用しているか確認する。 

グラウト

注入時 

フロー値、 

加圧力 

・フロー試験を行い、規格値内であるか確認する。

・加圧力を計測し、加圧注入が適切に行われているか確認する。 

緊張時 緊張力、定

着力 

 多サイクル確認試験や１サイクル確認試験を行い、所定の緊

張力が導入されているか、設計どおりの定着力が得られている

か確認する。 

12．盛土工（河川、砂防、海岸） 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

敷均し、

転圧時 

使用材料 設計図書に定められた盛土材料（購入土、流用土）を

使用しているか、不純物が混じっていないか等を確認す

る。 

一般：１回／１工事 

重点：２回／１工事 

敷均し・締

固め状況 

敷均し及び締固めについて、一層の仕上り厚さが共通

仕様書どおりであるか確認する。 

13．路体盛土工、路床盛土工 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

敷均し、

転圧時 

使用材料 設計図書に定められた盛土材料（購入土、流用土）を使

用しているか、不純物が混じっていないか等を確認する。 

一般：１回／１工事 

重点：２回／１工事 

敷均し・締

固め状況 

敷均し及び締固めについて、共通仕様書に定められた施

工方法を行っているか、１層の仕上がり厚さが規定値内で

あるか確認する。 

14．舗装工（橋面防水工、アスファルト舗装工、半たわみ性舗装工、排水性舗装工、透水性舗装工、グー

スアスファルト舗装工、コンクリート舗装工、薄層カラー舗装工、ブロック舗装工、路上再生工） 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

舗設時 使用材料 監督員の確認又は承諾（品質・規格）を受けた材料を適切

に使用しているか確認する。 

一般：１回／１工事 

重点：１回／3000ｍ3 

敷均し・締

固め状況 

・敷均し及び締固めについて、共通仕様書に定められた施工

方法を行っているか、１層の仕上り厚さが規定値内であるか

確認する。

・コンクリート舗装に鉄網や縁部補強鉄筋、目地を設ける場

合は、設計図書どおりであるか確認する。

天 候 ・ 気

温・舗設温

度 

天候、気温が施工上支障はないか把握する。 

〔加熱アスファルト安定処理、基層、表層のみ適用〕 

混合物の舗設温度が規定値内であるか確認する 
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15．コンクリート舗装補修工 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

施工時 使用材料 監督員の確認又は承諾（品質・規格）を受けた材料を適切に

使用しているか確認する。 

１回／１工事 

使用量 アスファルト注入材料の使用量を質量検収により確認する。 

16．現場塗装工 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

清掃・錆落

とし施工時 

清掃・錆落

とし状況 

清掃、錆落としが適切に実施されているか確認する。 １回／１工事 

施工時 使用材料 監督員の確認又は承諾（品質・規格）を受けた材料を

適切に使用しているか確認する。 

天候、気温 天候と気温が施工に適しているか把握する。 

17．樹木・芝生管理工、植生工（施肥、薬剤散布） 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

施工時 使用材料 監督員の確認又は承諾（品質・規格）を受けた肥料や

薬剤を適切に使用しているか確認する。 

１回／１工事 

天候、気温 天候と気温が施工に適しているか把握する。 

18．植栽維持工 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

現場搬入

時 

使用材料 監督員の確認又は承諾（品質、規格）を受けた材料が搬入さ

れているか確認する。 

１回／１工事 

19．地下水位低下工（ウェルポイント、ディープウェル） 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

施工前 土質、地下水

位、透水係

数、湧水量等 

掘削完了後、土質、地下水位、透水係数、湧水量等を確認・

計測。設計図書等と比較し相違はないか確認する。 

１回／１工事 

20．光ケーブル配管工（配管工） 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

施工前 使用材料 監督員の確認又は承諾（品質、規格）を受けた材料を適切に

使用しているか確認する。 

１回／１工事 

施工後 接続状況 埋設管路については防護コンクリート打設後又は埋戻し後

に、また、露出・添架配管についてはケーブル入線前において、

通過試験を行い、管路が完全に接続されているか確認する。 
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21．現場点検 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

工事着手

前又は着

手直後、

及び工事

中間時 

現場点検 支障物件（上下水管、電線、立木など）の状況や、

現地と計画上の不整合はないか、取付道や用水路の確

保など付帯工事に漏れはないか、安全対策や施工方法

は適切か、施工途中の構造物に異常はないか等、施工

上支障となる事項や何らかの問題点はないか現場全般

に渡り点検する。 

２回以上／工事 

ただし、維持的工事（伐開、

河床掘削、舗装補修、道路維

持、植栽管理等）など比較的

軽易な工事は除く。 

工事中間時は、工事進捗が概

ね50％の時点を目安とする。 

22．自社施工対象工事 

確認 

時期 

確認 

項目 
留 意 事 項 確認頻度 

自社施工

要領「別

表第6欄」

による 

自社施工

要領「第2

条」に定

める条件 

自社施工要領「第6条（施工体制の事前確認）」を行っ

たうえで、左記の確認時期に「第7条（施工体制の現地

確認）」に基づき現場確認を行い、自社施工要領「様式

第2号」に記録する。 

自社施工要領「別表第7欄」

による 

※自社施工要領：鳥取県県土整備部自社施工対象工事適正実施要領

15-26


	１．指定仮設工　　※指定仮設工のうち矢板工については、「9．矢板工」による。
	２．掘削工（河川土工・海岸土工・砂防土工・道路土工）
	３．道路土工（路床盛土工）
	４．舗装工（下層路盤）
	５．表層安定処理工
	5-1．表層安定処理工（路床安定処理、表層混合処理）
	5-2．表層安定処理工（置換）
	5-3．表層安定処理工（サンドマット）

	６．バーチカルドレーン工（サンドドレーン、袋詰式サンドドレーン、ペーパードレーン）
	７．締固め改良工（サンドコンパクションパイル）
	８．固結工
	8-1．固結工（粉体噴射攪拌、高圧噴射攪拌、スラリー攪拌、生石灰パイル）
	8-2．固結工（薬液注入）

	９．矢板工（鋼矢板、軽量鋼矢板、コンクリート矢板、広幅鋼矢板、可とう鋼矢板、鋼管矢板）任意仮設を除く
	10．既製杭工（既製コンクリート杭、鋼管杭、Ｈ鋼杭）
	11．場所打杭工（リバース杭、オールケーシング杭、アースドリル杭、大口径杭）
	12．深礎工
	13．オープンケーソン基礎工、ニューマチックケーソン基礎工
	14．鋼管矢板基礎工
	15．置換工（土木工事監督基準　別紙２の重要構造物の場合）
	16．築堤・護岸工（新たな法線位置に設置する場合）
	17．護岸工
	17-1．護岸工（法覆護岸工のうち覆土施工がある場合）
	17-2．護岸工（護岸基礎工）
	17-3．護岸工（根固工）

	18．重要構造物
	18-1．重要構造物（鉄筋コンクリート擁壁）
	18-2．重要構造物（鉄筋コンクリートカルバート類）
	18-3．重要構造物（橋台・橋脚）
	18-4．重要構造物（砂防堰堤）
	18-5．重要構造物（樋門・樋管）
	18-6．重要構造物（水門）
	18-7．重要構造物（堰）
	18-8．重要構造物（排水機場）
	18-9．重要構造物（床止め・床固め）
	18-10．重要構造物（共同溝）

	19．床版工
	20．鋼橋上部工（桁製作工、横断歩道橋製作工）
	21．コンクリート橋上部工（ポストテンション桁製作工、プレキャストセグメント主桁組立工、プレビーム桁製作工、ＰＣホロースラブ製作工、ＰＣ版桁製作工、ＰＣ箱桁製作工、ＰＣ片持箱桁製作工、ＰＣ押出し箱桁製作工、床版工・横組工）
	22．トンネル掘削工
	23．トンネル支保工
	24．トンネル覆工
	25．トンネルインバート工
	１．工事測量
	２．用地境界、測量標
	３．共通的工種
	3-1．共通的工種（道路改良）
	3-2．共通的工種（護岸工・流路工）

	４．オープンケーソン基礎工、ニューマチックケーソン基礎工、深礎工
	５．場所打杭（リバース杭、オールケーシング杭、アースドリル杭、大口径杭）
	６．重要構造物（土木工事監督基準　別紙２のうち橋梁上部工、トンネル、ダムを除く。）
	6-1．重要構造物
	6-2．重要構造物（砂防堰堤）

	７．床版工
	８．コンクリート橋上部工（ポストテンション桁製作工、プレキャストセグメントﾄ主桁組立工、プレビーム桁製作工、ＰＣホロースラブ製作工、ＰＣ版桁製作工、ＰＣ箱桁製作工、ＰＣ片持箱桁製作工、ＰＣ押出し箱桁製作工、床版工・横組工）
	９．橋梁耐震補強工（落橋防止装置工）
	10．トンネル工
	11．抑止アンカー工（グランドアンカー）
	12．盛土工（河川、砂防、海岸）
	13．路体盛土工、路床盛土工
	14．舗装工（橋面防水工、アスファルト舗装工、半たわみ性舗装工、排水性舗装工、透水性舗装工、グースアスファルト舗装工、コンクリート舗装工、薄層カラー舗装工、ブロック舗装工、路上再生工）
	15．コンクリート舗装補修工
	16．現場塗装工
	17．樹木・芝生管理工、植生工（施肥、薬剤散布）
	18．植栽維持工
	19．地下水位低下工（ウェルポイント、ディープウェル）
	20．光ケーブル配管工（配管工）
	21．現場点検
	22．自社施工対象工事



